
本
章
で
は
、
古
老
か
ら
の
聞
き
書
き
を
主
と
し
、
熊
野
町
の
古
い
生
活
誌
の
〓
桶
を
ま
と
め
る
。
古
い
と
い
っ
て
も
、
明
治
末
期
 
 

か
ら
昭
制
に
至
り
、
ほ
ぼ
戦
前
ま
で
の
熊
野
を
念
頭
に
お
い
た
。
熊
野
と
い
え
ば
、
当
然
筆
が
問
題
で
あ
る
が
、
既
に
「
通
史
編
」
 
 

第
七
草
等
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
行
商
の
一
端
に
ふ
れ
た
ほ
か
は
と
く
に
は
取
り
上
げ
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
 
 

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
 
 
 

地
勢
か
ら
い
う
と
、
灰
峰
の
高
峰
を
南
に
置
き
、
連
続
す
る
大
小
の
諸
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
、
民
家
と
耕
地
は
、
小
盆
地
性
低
 
 

第
二
茸
 
熊
野
町
の
民
俗
 
 

地
域
の
景
観
 
 

。
本
編
中
、
括
弧
の
中
に
ニ
ワ
名
を
記
し
た
の
は
、
そ
の
地
区
で
該
当
す
る
事
象
の
報
告
を
え
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同
 
 

一
の
事
象
が
、
他
の
ニ
ワ
に
存
し
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
 
 

。
本
編
の
調
査
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
岡
崎
環
・
佐
々
木
卓
也
・
藤
非
暗
譜
氏
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
明
記
す
る
。
 
 

第
二
章
 
熊
野
町
の
民
俗
 
 

第
一
節
 
生
活
の
環
境
 
 
 

「
熊
野
三
千
石
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
。
熊
野
村
は
、
近
世
を
通
じ
て
安
芸
郡
第
一
の
石
高
を
有
す
る
大
村
 
 

で
あ
っ
た
。
大
正
七
年
に
町
制
を
し
き
、
昭
和
六
年
に
旧
川
角
・
平
谷
村
を
編
入
し
、
規
模
の
大
き
い
町
と
し
て
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園2－1－1 櫨野せ牒むlu々  

地
を
基
に
、
樹
枝
状
に
延
び
る
小
河
谷
低
地
に
展
開
し
て
い
る
。
山
林
 
 

は
近
世
に
は
い
わ
ゆ
る
禿
山
と
化
し
、
乱
伐
と
山
火
事
等
に
よ
っ
て
林
 
 

野
の
利
用
が
十
分
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
山
麓
に
は
水
源
滴
養
の
 
 

各
種
溜
池
が
多
数
造
営
さ
れ
て
い
る
。
盆
地
底
は
、
標
高
三
五
〇
～
一
 
 

五
〇
メ
ー
ト
ル
の
沖
積
地
で
、
冬
は
相
当
に
寒
い
が
、
は
や
く
か
ら
二
 
 

毛
作
が
進
ん
で
い
た
。
 
 
 

こ
の
盆
地
内
を
、
熊
野
に
端
を
発
し
た
二
つ
の
川
が
流
れ
る
。
呉
市
 
 

へ
落
ち
る
南
の
二
河
川
と
、
熊
野
跡
村
（
広
島
市
安
芸
区
阿
戸
町
）
 
を
経
 
 

て
瀬
野
州
に
合
流
す
る
北
の
熊
野
川
で
あ
る
。
両
河
川
と
も
急
流
が
随
 
 

所
に
あ
り
、
水
量
も
豊
か
で
は
な
い
の
で
、
舟
運
は
存
在
し
な
か
っ
 
 

た
。
あ
る
程
度
の
水
量
が
見
込
ま
れ
る
近
世
の
林
野
の
裸
地
化
以
前
 
 

に
、
小
規
模
の
「
木
流
し
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
に
と
ど
 
 

ま
る
。
 
 
 

交
通
に
ほ
一
般
に
二
経
路
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
川
沿
い
の
経
路
で
、
 
 
う
し
み
も
 
 

い
ま
一
つ
は
峠
越
え
の
経
路
で
あ
る
。
後
者
は
、
平
地
の
「
牛
道
」
に
 
 

や
ま
み
ち
 
 

対
し
て
「
山
道
」
と
呼
ば
れ
る
。
こ
こ
で
熊
野
の
古
い
道
を
整
理
し
て
 
 

お
こ
う
。
 
 
 

村
の
幹
線
と
も
い
う
べ
き
主
要
な
往
還
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
あ
る
。
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い
 
平
谷
村
か
ら
熊
野
跡
村
に
至
る
「
新
宮
街
道
」
一
里
三
一
丁
 
 
 

囲
 
平
谷
村
か
ら
賀
茂
郡
津
江
村
（
黒
瀬
町
）
 
に
通
じ
る
「
綿
野
往
還
」
一
里
二
〇
丁
 
 
 

里
程
は
、
熊
野
村
の
「
差
出
帳
」
に
ょ
る
。
な
お
川
は
西
に
向
か
っ
て
矢
野
峠
を
越
え
、
矢
野
村
（
広
島
市
安
芸
区
矢
野
町
）
 
に
通
 
 

じ
る
。
ま
た
主
要
な
山
道
と
し
て
は
、
中
澤
を
起
点
に
南
北
四
筋
の
往
還
が
あ
っ
た
。
 
 
 

囲
 
つ
ぶ
て
き
峠
を
通
っ
て
中
野
村
（
広
島
高
安
芸
区
瀬
野
川
町
中
野
）
 
に
達
す
る
も
の
 
 
 

囲
 
赤
穂
峠
か
ら
奥
海
田
村
（
安
芸
郡
海
田
町
東
海
田
）
 
に
至
る
も
の
 
 
 

囲
 
呉
地
を
経
由
し
、
鳥
越
峠
か
ら
賀
茂
郡
郷
原
村
（
呉
市
）
・
同
阿
賀
村
に
通
じ
る
「
阿
賀
路
」
 
 
 

㈲
 
呉
地
か
ら
分
岐
し
、
苗
代
・
栃
原
村
（
呉
市
）
を
結
ぷ
「
呉
往
還
」
 
 
 

何
と
何
の
間
に
は
、
古
峠
と
新
峠
を
越
え
る
二
つ
の
脇
路
が
あ
っ
た
。
ま
た
新
宮
か
ら
津
江
村
へ
笹
ケ
峠
を
越
え
る
遺
が
あ
り
、
 
 

囲
熊
野
往
還
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
川
角
か
ら
は
、
呉
地
を
経
て
押
込
村
（
呉
市
）
に
至
る
脇
道
が
あ
り
、
平
谷
村
か
ら
 
 

も
熊
野
往
還
か
ら
分
岐
し
、
押
込
村
に
通
じ
る
脇
道
が
あ
っ
て
、
と
も
に
呉
方
面
と
の
交
通
を
保
っ
て
い
た
。
 
 

第
二
章
 
熊
野
町
の
民
俗
 
 
 

図212 古い遺の峠  

（萩原小迫地）   

こ
う
し
た
古
道
が
四
周
に
通
じ
、
主
要
な
里
道
に
よ
っ
て
、
物
資
 
 

の
集
散
も
か
な
り
広
域
的
に
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
矢
野
か
 
 

ら
の
魚
介
類
、
呉
か
ら
運
ば
れ
る
人
肥
な
ど
が
し
ば
し
ば
話
題
に
な
 
 

っ
た
し
、
熊
野
く
ら
い
行
商
人
の
出
入
の
は
げ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
は
 
 

な
い
と
も
聞
い
た
。
一
方
、
村
内
に
も
、
次
の
よ
う
な
販
売
専
門
店
 
 

が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
万
屋
（
ヨ
ロ
ズ
ヤ
、
百
貨
扱
い
）
・
店
（
ミ
セ
、
 
 

食
料
品
）
・
油
産
・
石
炭
匡
・
小
物
産
・
酒
屋
・
祷
油
昆
・
米
匿
・
薬
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集
団
の
う
ち
、
旧
熊
野
村
を
中
心
に
、
地
縁
的
集
団
の
様
相
を
大
観
し
、
つ
い
で
信
仰
集
団
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
 
 
 

呉
地
以
下
の
諾
集
落
は
、
区
発
し
く
ほ
庭
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
か
り
に
そ
れ
ら
を
ニ
ワ
と
表
記
す
る
。
ニ
ワ
は
、
更
 
 

に
小
さ
い
地
縁
的
な
小
集
落
に
よ
っ
て
組
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
境
域
を
小
谷
と
か
小
迫
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
萩
原
ニ
ワ
で
 
 

い
う
と
、
山
ム
ロ
・
道
上
・
深
原
・
小
迫
地
・
里
地
・
庄
賀
地
・
前
地
・
仙
田
地
と
い
う
小
集
落
が
あ
り
、
初
神
ニ
ワ
に
は
、
山
本
 
 

地
・
畝
地
・
宮
地
・
下
地
が
あ
る
。
谷
や
迫
は
、
0
0
地
と
し
た
名
称
が
め
だ
つ
。
も
と
も
と
こ
う
し
た
小
集
落
が
、
地
縁
的
な
協
 
 

同
生
活
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
単
位
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

新
宮
ニ
ワ
を
例
に
と
っ
て
み
ょ
う
。
こ
こ
に
は
も
と
九
つ
の
小
集
落
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
に
な
る
家
が
あ
っ
て
、
そ
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図2－1－3 中原明雄氏画・大正時代の荷車」二  

から馬車、長台革・車力・精華。】Fの3つを小  

串という。馬車と長台率は呉からの人肥を運ん  
でいる。  

極
小
規
模
の
村
で
あ
っ
て
、
川
角
は
面
積
か
ら
い
う
と
熊
野
の
二
七
分
の
 
 

一
に
す
ぎ
ず
、
平
谷
の
歳
額
も
熊
野
の
ほ
ぼ
二
七
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
 
 

た
と
い
う
。
川
角
・
平
谷
の
両
村
は
、
熊
野
村
の
呉
地
・
出
来
庭
・
中
 
 

流
・
萩
原
・
妹
之
掘
・
初
神
・
新
宮
と
い
う
七
つ
の
集
落
に
並
ぶ
も
の
と
 
 

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
 
 
 

次
に
、
人
々
が
協
同
生
活
を
営
ん
で
い
く
う
え
で
形
造
る
諸
種
の
生
活
 
 

昆
・
草
屋
・
魚
屋
・
紺
屋
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ほ
中
溝
に
あ
る
も
の
が
多
 
 

く
、
中
滞
は
早
く
か
ら
発
達
し
た
商
業
機
能
を
有
し
、
熊
野
の
中
心
地
域
 
 

を
な
し
て
い
た
と
い
え
る
。
 
 

村
の
生
活
集
団
 
 

熊
野
町
は
、
熊
野
村
・
川
角
村
・
平
谷
村
と
い
う
三
 
 

つ
の
近
世
村
か
ら
な
る
が
、
川
角
・
平
谷
の
両
村
は
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の
姓
が
地
区
の
名
称
と
な
っ
た
場
合
が
多
い
と
い
う
。
次
に
示
す
カ
ツ
コ
内
が
、
中
心
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
家
々
で
あ
る
。
 
 
 

海
上
側
（
海
上
家
）
、
官
の
前
（
土
井
家
）
、
時
数
地
（
隣
家
）
、
時
光
地
（
曙
光
家
）
、
加
良
地
（
加
良
家
）
、
住
田
地
（
住
田
家
）
、
富
 
 

田
地
（
富
田
家
）
、
一
反
田
地
（
一
反
田
家
）
、
深
原
（
一
反
田
家
）
 
 

こ
れ
ら
の
家
は
、
現
在
で
は
は
と
ん
ど
退
転
し
て
し
ま
っ
た
が
、
本
家
・
分
家
の
関
係
で
し
だ
い
に
そ
れ
ぞ
れ
の
小
集
落
を
形
成
し
 
 

て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
各
本
家
が
地
区
の
世
話
役
を
任
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
ニ
ワ
（
区
）
や
町
と
の
関
係
、
あ
る
い
は
諸
種
 
 

の
生
活
慣
行
の
上
か
ら
、
九
つ
の
地
区
は
、
や
が
て
海
上
側
・
官
の
前
・
富
田
地
と
い
う
三
つ
に
ま
と
め
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
ム
ラ
役
 
 

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
地
下
頭
と
宮
総
代
・
寺
総
代
が
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
官
総
代
と
し
て
は
各
二
名
が
選
ば
れ
て
、
区
の
氏
 
 

第
二
幕
 
熊
野
町
の
民
俗
 
 
 

図2－14 海」∵側の凧H（新也’地l身緑上側）  

神
で
あ
る
榊
森
神
社
に
仕
え
る
。
寺
総
代
は
、
師
匠
寺
と
し
て
の
関
係
か
ら
、
阿
戸
 
 
 

の
専
立
寺
に
各
二
名
、
中
満
の
光
教
坊
に
対
し
て
は
宮
の
前
か
ら
の
み
二
名
、
他
か
 
 

ら
は
一
名
が
送
ら
れ
る
な
ら
わ
し
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
行
政
の
面
か
ら
は
、
ニ
ワ
 
 

（
区
）
を
代
表
す
る
区
長
が
置
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

ニ
ワ
組
織
の
一
例
で
あ
っ
た
が
、
一
般
的
に
は
小
迫
・
小
谷
に
地
下
頭
と
い
っ
た
 
 

存
在
は
見
当
た
ら
ず
、
こ
こ
で
い
う
ニ
ワ
に
区
長
以
下
官
給
代
・
寺
総
代
と
い
っ
た
 
 

ニ
ワ
役
が
置
か
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
各
ニ
ワ
に
は
、
あ
と
で
も
述
べ
る
 
 

が
、
村
氏
神
と
は
別
に
、
結
合
の
中
心
に
な
る
氏
神
も
あ
り
、
結
局
、
ニ
ワ
が
地
縁
 
 

的
な
生
活
集
団
と
し
て
も
っ
と
も
具
体
的
な
拠
り
所
に
な
る
存
在
だ
っ
た
よ
う
で
あ
 
 

る
。
区
長
制
が
と
ら
れ
る
前
に
は
、
各
ニ
ワ
に
は
世
襲
の
ニ
ワ
大
将
が
い
て
、
現
在
 
 

の
区
長
の
役
目
を
つ
と
め
て
い
た
と
い
う
。
も
め
ご
と
の
仲
裁
に
あ
た
り
、
村
氏
神
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と
し
て
の
榊
山
神
社
の
祭
り
に
代
表
と
し
て
参
加
し
、
庭
踊
り
（
神
楽
踊
り
）
 
の
す
ペ
て
を
と
り
し
き
っ
て
い
た
。
区
長
が
で
き
て
か
 
 

ら
は
、
ニ
ワ
大
将
は
ニ
ワ
の
氏
子
総
代
で
あ
り
、
官
給
代
と
な
る
。
な
お
区
長
は
、
道
打
ち
と
か
田
休
み
な
ど
の
日
を
定
め
、
ニ
ワ
 
 

に
伝
達
す
る
。
初
神
ニ
ワ
で
の
道
打
ち
は
、
区
民
総
出
で
、
自
分
の
家
の
近
く
か
ら
打
ち
ほ
じ
め
、
区
に
三
つ
あ
る
焼
き
場
へ
の
道
 
 

を
最
後
に
仕
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
 
 

地
縁
的
な
集
団
と
し
て
は
、
伝
統
的
な
も
の
で
は
な
い
が
、
ニ
ワ
の
中
に
さ
ら
に
小
さ
く
組
織
さ
れ
た
「
十
戸
貞
」
と
呼
ば
れ
る
 
 

も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
名
称
は
珍
し
い
の
で
、
付
説
し
て
お
き
た
い
。
名
の
通
り
ほ
ぼ
十
戸
を
単
位
と
し
た
組
の
こ
と
で
、
彼
の
隣
 
 

保
班
へ
つ
な
が
る
も
の
と
説
明
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
所
に
よ
っ
て
「
十
戸
員
」
の
名
称
は
、
十
戸
前
後
の
組
織
そ
の
も
の
を
い
う
と
 
 

も
、
あ
る
い
は
組
織
を
代
表
す
る
人
物
だ
と
も
受
け
と
め
ら
れ
て
い
て
、
一
定
し
な
い
。
後
者
で
は
、
戦
後
に
お
け
る
区
の
評
議
員
 
 

の
よ
う
な
も
の
と
説
明
さ
れ
、
区
長
は
十
戸
員
の
話
し
合
い
や
選
挙
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
た
と
い
う
（
萩
原
・
出
来
庭
な
ど
）
。
い
ず
れ
 
 
 

に
し
て
も
村
役
場
か
ら
の
伝
達
等
が
、
区
長
を
通
し
て
下
達
さ
れ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
組
織
で
、
組
織
を
代
表
す
る
触
れ
役
が
い
た
 
 

わ
け
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
明
治
初
年
に
藩
政
時
代
の
行
政
区
画
を
変
更
し
て
、
大
区
・
小
区
を
設
定
し
て
い
く
際
の
布
告
「
各
大
区
 
 

中
組
合
結
成
の
条
則
」
（
明
治
五
年
十
一
月
二
十
一
日
）
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
粂
則
第
二
則
に
「
凡
十
戸
ヲ
合
セ
テ
小
組
 
 

ト
シ
、
一
町
一
村
ヲ
合
セ
テ
大
組
ト
ス
（
下
略
）
」
と
あ
り
、
第
五
別
に
「
小
組
中
一
負
宛
月
番
ヲ
定
メ
置
、
上
ヨ
リ
布
達
或
ハ
指
令
 
 

ア
ル
書
類
ハ
、
用
係
ヨ
リ
渡
ス
節
直
二
配
達
シ
、
懇
二
申
シ
諭
ス
ヘ
シ
（
後
略
）
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
そ
の
大
略
を
窺
う
こ
と
が
 
 

で
き
る
。
こ
の
組
合
法
は
、
明
治
九
年
に
改
正
さ
れ
、
同
十
四
年
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
い
う
「
小
阻
」
が
廃
止
後
も
行
 
 

政
の
網
の
目
に
組
み
込
ま
れ
て
迫
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
聞
い
た
範
囲
で
は
、
昭
和
初
年
ご
ろ
ま
で
ほ
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
 
 

地
縁
集
団
に
信
仰
集
団
が
重
な
り
あ
い
、
複
祁
に
入
り
組
む
。
旧
村
ご
と
に
氏
神
が
祀
ら
れ
、
ニ
ワ
（
区
）
に
も
結
 
 
 

神
社
と
氏
子
 
 

合
の
中
心
と
し
て
み
ん
な
で
祀
る
神
や
仏
が
あ
る
。
二
重
に
も
三
重
に
も
な
っ
た
氏
子
圏
が
あ
る
一
方
、
著
名
な
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真
宗
地
域
で
あ
る
か
ら
、
門
徒
の
詰
も
遍
在
す
る
。
真
宗
は
阿
弥
陀
の
信
仰
に
徹
し
、
現
世
利
益
的
な
神
々
の
信
仰
や
、
他
の
仏
を
 
 

偶
像
と
し
て
祀
る
こ
と
を
難
行
雑
修
と
し
て
き
び
し
く
し
り
ぞ
け
る
の
で
あ
る
が
、
当
地
に
は
思
い
の
ほ
か
小
神
や
仏
た
ち
が
多
 
 

い
。
農
作
祈
願
・
雨
乞
い
・
虫
送
り
と
い
っ
た
農
耕
生
活
上
の
必
要
と
か
、
病
気
の
平
癒
祈
願
そ
の
他
、
真
宗
の
信
仰
で
は
み
た
さ
 
 

れ
な
い
部
分
が
、
こ
う
し
た
神
や
仏
た
ち
に
ょ
っ
て
補
完
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
門
徒
の
講
に
ふ
れ
る
前
に
、
各
村
氏
神
か
ら
は
じ
め
 
 

て
、
ニ
ワ
（
区
）
ご
と
に
祀
ら
れ
る
神
や
、
小
祀
小
堂
の
頼
を
瞥
見
し
て
お
こ
う
。
 
 
 

旧
熊
野
村
の
村
氏
神
と
し
て
は
、
申
請
の
榊
山
神
社
と
新
宮
区
の
榊
森
神
社
と
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
旧
村
社
。
榊
山
神
社
は
、
も
 
 

と
本
宮
八
幡
宮
と
い
い
、
承
平
三
年
（
九
三
三
）
 
に
宇
佐
か
ら
勧
請
し
た
と
伝
え
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
神
功
皇
后
な
ど
三
神
 
 

を
祀
り
、
熊
野
の
新
宮
区
を
除
く
六
区
を
氏
子
圏
と
す
る
。
お
旅
所
ほ
、
境
内
に
移
さ
れ
て
い
る
諏
訪
神
社
で
あ
る
。
こ
の
境
内
に
 
 

は
ま
た
熊
野
本
官
祉
が
社
殿
を
並
べ
、
と
も
に
町
民
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）
に
紀
州
か
ら
勧
 
 

請
し
た
と
い
う
が
、
こ
れ
も
詳
細
は
不
明
。
あ
る
い
は
こ
の
方
が
、
榊
山
神
杜
よ
り
も
勧
請
の
時
期
が
古
か
っ
た
か
と
も
い
わ
れ
 
 

る
。
宮
司
は
、
熊
野
盆
地
南
部
の
土
豪
と
い
わ
れ
る
梶
山
氏
が
、
歴
代
そ
の
任
に
当
た
っ
て
き
た
。
祭
日
は
榊
山
神
社
が
十
月
二
十
 
 
 

九
日
（
現
在
は
十
1
月
三
日
）
、
熊
野
本
官
社
が
五
月
十
日
で
、
そ
れ
ぞ
れ
秋
と
春
の
祭
り
を
分
担
し
て
い
る
。
八
月
十
五
日
（
も
と
旧
七
 
 
 

月
十
五
日
）
に
榊
山
神
社
の
境
内
で
踊
ら
れ
る
庭
踊
り
（
神
楽
踊
り
）
 
は
、
長
い
伝
統
を
有
し
、
全
氏
子
圏
の
各
区
が
揃
っ
て
演
納
す
る
 
 

風
流
踊
り
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
（
「
年
中
行
事
」
の
項
参
照
）
。
ま
た
神
社
は
虫
送
り
の
た
め
の
松
明
を
出
し
、
農
柳
生
活
と
も
深
く
 
 
 

か
か
わ
っ
て
い
た
。
 
 

榊
森
神
社
ほ
、
速
玉
之
男
な
ど
三
神
を
祀
る
。
当
村
土
岐
城
主
高
根
某
（
所
伝
不
明
）
 
の
鎮
守
だ
と
い
わ
れ
、
元
亀
年
中
（
l
五
七
 
 
 

〇
－
七
三
）
宮
森
か
ら
当
所
に
移
っ
た
と
い
う
。
新
宮
区
を
氏
子
圏
と
し
、
新
宮
大
明
神
と
も
称
さ
れ
る
。
紀
州
熊
野
社
の
新
宮
に
擬
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る
。
洪
水
で
流
失
し
た
た
め
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
 
に
 
 

現
在
地
へ
移
し
た
と
き
の
検
札
が
あ
り
、
祈
雨
の
霊
姶
あ
ら
た
か
と
伝
え
ら
れ
る
。
祭
日
ほ
十
月
二
十
八
日
。
旧
平
谷
村
に
ほ
的
場
 
 

神
社
（
平
谷
八
幡
宮
）
が
あ
る
。
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に
隣
村
の
押
込
村
か
ら
梶
山
新
左
衡
門
ら
が
移
住
し
て
村
を
お
こ
し
、
八
幡
 
 

宮
を
祀
っ
た
。
同
年
及
び
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
の
棟
札
が
あ
っ
た
と
い
う
（
棍
鰐
誓
例
祭
は
十
月
二
十
九
日
。
さ
き
の
貴
船
神
社
 
 

と
と
も
に
、
矢
野
の
尾
崎
神
社
の
宮
司
家
が
祭
祀
を
営
ん
で
き
た
。
 
 
 

つ
ぎ
に
旧
熊
野
村
に
は
各
ニ
ワ
（
区
）
ご
と
に
祭
る
神
社
が
あ
る
が
、
信
仰
圏
を
特
定
で
き
な
い
小
祀
小
堂
の
頸
と
あ
わ
せ
て
ま
と
 
 

め
て
お
く
。
以
下
主
と
し
て
、
熊
野
町
郷
土
史
（
社
寺
）
研
究
会
編
『
熊
野
町
の
寺
社
め
ぐ
り
』
（
昭
和
五
十
七
年
）
に
基
づ
く
も
の
で
 
 

あ
る
こ
と
を
お
こ
と
ぁ
り
す
る
。
 
 

。
呉
地
区
 
－
 
区
の
官
と
し
て
は
、
八
幡
風
呂
の
岸
田
八
幡
を
祀
る
。
紀
伊
の
牟
婁
郡
か
ら
勧
請
し
た
も
の
と
い
い
、
雨
乞
い
の
霊
 
 
 

一
 
生
括
誌
編
 
 

し
た
か
た
ち
で
あ
り
、
海
上
側
と
い
う
地
名
が
あ
る
こ
と
 
 

も
興
味
裸
い
が
、
こ
れ
も
正
確
な
由
来
は
不
明
で
あ
る
。
 
 

祭
日
は
昔
は
十
一
月
九
日
で
あ
っ
た
が
、
幾
変
遷
し
て
榊
 
 

山
神
杜
と
同
じ
十
月
二
十
九
日
か
ら
現
在
の
十
一
月
三
日
 
 

に
な
っ
た
。
「
ど
じ
ょ
う
祭
」
の
秘
儀
が
あ
る
。
湯
立
て
 
 

行
事
で
、
ど
じ
ょ
う
一
二
匹
を
湯
で
き
よ
め
、
お
旅
所
で
 
 

お
供
え
す
る
。
こ
の
湯
で
お
祓
い
を
受
け
た
人
は
、
年
中
 
 

無
病
息
災
に
凋
ご
せ
る
と
い
う
。
 
 
 

旧
川
角
村
の
氏
神
は
、
貴
船
神
社
（
川
角
八
幡
宮
）
で
あ
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験
伝
承
が
あ
る
。
こ
う
し
た
区
の
氏
神
の
祭
礼
は
、
原
則
と
し
て
三
月
二
十
一
日
で
あ
る
。
他
に
雨
乞
い
の
特
異
な
祭
式
を
有
す
る
 
 

山
の
神
（
天
狗
平
）
、
霊
水
を
た
ま
わ
る
水
内
の
神
（
呉
地
－
郷
原
這
の
西
側
山
中
）
、
お
産
・
授
乳
の
神
と
し
て
知
ら
れ
る
皇
帝
神
社
 
 

（
金
森
）
が
あ
り
、
伝
説
で
名
高
い
涙
岩
に
も
戦
後
新
し
い
社
殿
が
で
き
た
。
仏
で
ほ
、
阿
弥
陀
堂
・
観
音
堂
が
建
立
さ
れ
、
地
蔵
四
 
 

体
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
 
 

。
出
来
区
 
－
 
大
歳
原
の
大
歳
神
社
が
区
の
官
で
あ
る
。
境
内
に
は
、
火
の
神
と
し
て
愛
宕
神
社
が
鎮
座
す
る
。
お
稲
荷
さ
ん
二
社
 
 

（
太
央
・
く
ど
岩
）
、
水
神
二
社
（
節
句
山
・
管
池
）
が
あ
り
、
伝
説
の
人
佐
太
夫
を
祀
っ
た
社
（
大
歳
原
）
ま
で
あ
る
。
仏
で
は
、
地
蔵
四
 
 

体
、
虚
空
蔵
一
体
な
ど
。
 
 

。
中
溝
区
 
－
 
榊
山
神
社
の
境
内
地
に
、
区
の
官
と
し
て
親
し
ま
れ
た
桝
谷
神
社
が
建
ち
、
台
場
稲
荷
や
荒
神
社
も
あ
る
。
他
に
稲
 
 

荷
二
社
（
官
の
苧
尾
首
）
、
荒
神
杜
（
五
反
田
）
・
水
神
祉
（
堂
畝
）
等
が
祀
ら
れ
、
有
名
な
ゆ
る
ぎ
観
音
な
ど
観
音
さ
ん
も
多
く
、
地
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図2－】－6 竜王杜の奥の院ご神体  

蔵
さ
ん
は
八
体
、
大
師
堂
も
あ
る
。
 
 

エ
秋
原
区
 
－
 
小
迫
の
萩
原
神
社
が
、
竜
王
さ
ん
と
 
 

い
っ
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
奥
の
院
に
は
、
夜
泣
き
 
 

石
の
伝
説
を
伴
う
ド
ン
ド
ン
石
が
御
神
体
と
し
て
鋲
 
 

座
。
こ
の
地
区
に
は
、
小
河
・
小
社
が
き
わ
だ
っ
て
 
 

多
い
。
稲
荷
さ
ん
六
祉
（
石
岳
・
大
原
・
道
上
山
二
社
・
 
 

里
地
二
社
）
、
水
神
二
社
（
里
地
の
門
前
さ
ん
・
庄
賀
地
 
 

の
登
岐
神
社
）
、
荒
神
三
社
（
山
ノ
代
・
里
地
・
庄
賀
地
）
、
 
 

牛
神
社
二
祉
（
牛
神
の
谷
・
道
上
）
、
胡
子
神
社
二
社
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Ⅰ
 
生
活
誌
編
 
 

（
道
上
・
大
正
通
）
、
山
の
神
l
一
社
（
石
岳
・
上
深
原
）
、
大
年
さ
ん
（
道
上
山
）
、
黄
幡
さ
ん
（
庄
賀
地
）
、
烏
を
祀
っ
た
と
い
う
旧
年
社
 
 

（
小
迫
）
、
ご
神
体
ほ
狸
と
い
う
堂
風
呂
さ
ん
（
里
地
）
も
あ
る
。
観
音
霊
場
と
し
て
近
年
復
興
し
た
石
岳
観
音
が
き
こ
え
、
薬
師
堂
 
 

三
、
大
師
堂
一
、
そ
れ
に
お
地
蔵
さ
ん
六
体
等
が
あ
る
。
 
 

。
威
之
蠣
区
1
水
神
を
祀
っ
た
小
倉
神
社
が
中
心
で
あ
る
。
十
王
（
竜
王
か
）
さ
ん
と
も
妹
さ
ん
と
も
い
う
。
イ
チ
キ
姫
を
祀
っ
た
 
 

毘
大
神
祉
（
中
郷
原
）
・
大
元
神
社
（
赤
野
）
や
大
年
神
社
（
郷
原
地
）
 
の
ほ
か
、
通
称
稲
荷
谷
に
は
お
稲
荷
さ
ん
三
社
等
が
祀
ら
れ
、
金
 
 

比
羅
さ
ん
（
赤
地
）
も
あ
る
。
観
音
堂
が
建
ち
、
不
動
さ
ん
や
地
蔵
二
体
等
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
 
 

。
初
神
区
 
－
 
少
名
彦
名
神
を
祀
っ
た
若
宮
祉
（
隠
田
）
を
別
格
の
神
と
仰
ぐ
。
こ
こ
だ
け
は
秋
の
彼
岸
に
お
祭
り
を
し
、
ぜ
ん
ざ
い
 
 

図2－1－7 毘 沙「】］堂  

が
名
物
で
あ
る
。
昔
は
傘
鉾
奉
納
の
風
流
行
列
が
あ
っ
た
と
い
う
。
少
年
三
人
が
烏
帽
 
 

子
・
祐
を
つ
け
、
腰
に
し
た
小
太
鼓
を
叩
く
。
そ
の
少
年
に
大
傘
を
さ
し
か
け
、
大
人
 
 

た
ち
が
降
し
っ
つ
行
列
す
る
の
で
あ
る
。
牛
神
二
社
（
若
宮
社
境
内
二
二
谷
山
）
、
稲
荷
さ
 
 
 

ん
二
社
（
古
屋
奥
・
登
岐
平
）
、
明
神
二
社
（
古
屋
奥
・
登
岐
平
）
、
金
比
羅
社
（
差
仮
）
や
山
 
 

の
神
（
七
郎
垣
内
）
、
荒
神
社
（
下
地
）
等
が
あ
る
。
仏
で
は
走
光
の
薬
師
堂
が
重
ん
じ
 
 

ら
れ
、
春
に
区
民
こ
ぞ
っ
て
祭
る
。
寛
文
六
年
（
〓
ハ
六
六
）
 
の
年
記
を
有
す
る
略
縁
起
 
 

が
あ
る
と
い
う
。
他
に
地
蔵
が
二
か
所
で
祀
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

。
新
宮
区
 
－
 
こ
こ
も
小
河
・
小
笠
が
多
い
が
、
海
上
側
の
毘
沙
門
堂
の
祭
り
（
四
月
 
 

十
日
、
八
月
十
日
）
を
区
の
祭
り
と
し
て
営
む
。
稲
荷
六
社
（
下
深
原
二
杜
・
富
田
地
三
社
・
 
 

宮
前
）
、
山
の
神
四
社
（
宮
前
三
社
・
向
田
）
、
水
神
四
社
（
宮
前
二
社
・
海
上
側
・
山
の
神
）
、
 
 

そ
の
他
荒
神
二
社
・
金
比
羅
・
牛
神
・
若
宮
各
一
社
等
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
海
上
側
の
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水
神
は
、
竜
王
山
頂
に
あ
る
も
の
で
、
熊
野
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
雨
乞
い
の
聖
域
で
あ
っ
た
。
他
に
地
蔵
五
体
の
ほ
か
薬
師
な
ど
が
 
 

祀
ら
れ
て
い
る
。
 
 

川
角
・
平
谷
区
 
－
 
区
の
氏
神
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
川
角
に
は
、
川
角
七
社
と
呼
ば
れ
る
神
々
が
鎮
座
し
て
い
た
。
 
 

。
 
 

社
殿
を
失
っ
た
も
の
も
あ
り
、
明
瞭
で
は
な
い
が
、
牛
神
社
（
上
ノ
山
）
・
稲
荷
神
社
（
和
田
）
・
荒
神
社
（
西
垣
内
）
・
大
晩
社
（
大
晩
 
 

平
）
・
山
の
神
（
大
原
）
・
稲
荷
神
社
（
屋
敷
内
）
等
で
あ
る
。
他
に
水
神
（
火
の
原
）
一
社
と
、
行
基
作
と
い
う
御
本
尊
を
伝
え
る
釈
迦
 
 

堂
（
和
田
山
）
が
あ
る
。
平
谷
に
は
、
厳
島
神
社
を
祀
る
明
神
社
（
大
下
）
や
、
た
た
る
神
と
し
て
お
そ
れ
ら
れ
て
い
る
山
の
神
（
的
 
 

場
山
）
、
家
の
神
か
と
い
う
稲
荷
祉
（
清
水
山
麓
）
等
が
あ
ろ
。
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図2－1－8 釈 迦〕芦二（川西地應二）  

官
に
は
阿
戸
の
専
立
寺
、
川
角
・
平
谷
に
は
矢
野
の
長
慶
寺
を
檀
那
寺
と
す
る
家
々
が
 
 

少
な
く
な
い
。
前
に
述
べ
た
各
地
区
の
寺
総
代
は
、
こ
う
し
た
真
宗
寺
院
へ
送
ら
れ
る
 
 

の
で
あ
る
が
、
一
方
檀
那
寺
と
は
無
関
係
に
ど
こ
に
も
門
徒
の
訴
が
組
織
さ
れ
て
お
 
 

り
、
人
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
 
 

新
宮
ニ
ワ
の
例
で
い
う
と
、
海
上
側
に
東
講
中
（
二
四
戸
）
・
申
請
中
（
一
〇
戸
）
・
西
 
 

訪
中
（
一
〇
戸
）
と
い
う
三
講
中
が
あ
り
、
官
の
前
は
明
治
初
年
ま
で
は
一
つ
で
あ
っ
た
 
 

が
、
時
数
講
中
（
二
六
戸
）
・
申
請
中
（
一
七
戸
）
・
下
請
中
（
一
七
戸
）
 
に
わ
か
れ
、
富
田
 
 

地
に
六
日
講
な
ど
四
話
中
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
戸
程
度
だ
と
い
う
。
初
神
で
 
 

は
、
畝
地
に
本
中
講
中
（
小
組
）
と
申
請
中
（
大
組
）
と
が
あ
る
が
、
前
者
ほ
谷
（
迫
）
の
本
 
 

門
徒
の
講
 
 
熊
野
町
に
は
、
光
教
坊
と
西
光
寺
と
い
う
二
か
寺
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
 
 

も
と
真
言
宗
で
、
の
ち
真
宗
に
転
じ
た
。
両
寺
の
門
徒
が
多
い
が
、
新
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家
筋
に
当
た
る
家
々
が
中
心
で
あ
り
、
後
者
に
は
分
家
筋
の
も
の
が
多
い
と
い
う
。
他
の
榎
木
田
講
中
・
岡
ノ
内
諾
中
（
十
日
講
）
二
二
 
 

谷
畳
講
中
・
大
瀬
戸
講
中
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
同
一
姓
の
家
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
こ
う
し
た
信
仰
集
団
に
地
縁
・
血
縁
関
係
が
複
 
 

雑
に
入
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
 
 

講
中
に
ほ
、
そ
れ
ぞ
れ
訪
中
頭
が
い
る
。
血
縁
関
係
の
強
い
と
こ
ろ
で
は
、
本
家
筋
の
も
の
が
世
襲
的
に
講
中
頭
を
つ
と
め
る
こ
 
 

と
が
多
か
っ
た
が
、
萩
原
で
は
講
中
頭
は
買
う
も
の
だ
と
い
い
、
多
量
の
米
を
積
み
立
て
て
そ
の
位
置
に
つ
い
た
場
合
も
あ
っ
た
そ
 
 

う
で
あ
る
。
そ
の
米
を
講
の
産
財
と
し
て
貸
し
っ
け
、
利
子
に
よ
っ
て
講
の
運
営
を
は
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
誇
中
の
重
要
な
 
 

つ
と
め
は
、
一
生
の
大
事
で
あ
る
葬
式
を
つ
つ
が
な
く
運
営
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
ふ
だ
ん
は
何
日
講
と
い
う
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
 
 
 

も
わ
か
る
よ
う
に
、
月
々
の
き
め
ら
れ
た
日
に
お
寺
さ
ん
を
招
い
て
、
「
お
寄
り
」
を
催
し
た
。
初
神
ニ
ワ
で
は
、
大
正
ご
ろ
ま
で
 
 

は
農
繁
期
の
旧
五
月
、
十
月
を
除
く
毎
月
、
講
中
の
家
を
持
ち
ま
わ
り
で
「
お
寄
り
」
を
し
た
。
お
経
を
あ
げ
て
も
ら
い
、
法
話
を
 
 

聴
聞
し
、
あ
と
で
精
進
料
理
の
飲
食
（
め
お
い
）
を
す
る
。
こ
の
機
会
に
地
区
の
諸
事
を
も
ほ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
だ
い
に
行
わ
 
 

れ
な
く
な
り
、
時
に
応
じ
て
、
年
に
一
～
三
回
開
か
れ
れ
ば
よ
い
と
い
う
ほ
ど
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
別
に
女
だ
け
の
集
ま
 
 

り
も
あ
り
、
そ
の
場
合
ほ
「
お
こ
よ
り
」
と
い
っ
た
。
な
お
初
神
で
は
、
年
末
に
そ
の
年
に
死
ん
だ
人
の
あ
る
家
に
集
ま
っ
て
、
お
 
 

茶
を
飲
み
つ
つ
故
人
を
し
の
ん
だ
と
い
う
。
 
 
 

話
中
に
は
、
葬
式
を
営
む
た
め
の
用
材
の
確
保
と
か
、
諸
経
費
を
捻
出
す
る
必
要
か
ら
、
た
い
て
い
話
中
山
が
あ
っ
た
。
新
宮
の
 
 

場
合
は
、
海
上
側
の
三
講
巾
で
t
二
町
あ
ま
り
、
官
の
前
は
広
い
と
こ
ろ
な
の
で
三
訪
中
で
」
ハ
町
、
富
田
地
は
四
講
中
で
四
町
程
度
だ
 
 
 

と
い
う
。
萩
原
で
は
、
こ
の
山
の
こ
と
を
「
お
な
か
山
」
と
呼
ん
だ
。
講
に
よ
っ
て
日
ど
り
に
多
少
の
違
い
は
あ
る
が
、
大
体
正
月
 
 

の
は
じ
め
の
う
ち
に
山
入
り
を
し
、
火
葬
や
葬
式
の
炊
事
に
必
要
な
薪
な
ど
を
用
意
す
る
。
こ
の
作
業
を
「
切
り
い
れ
」
 
「
切
り
こ
 
 

み
」
 
「
切
り
だ
し
」
な
ど
と
い
う
。
ま
た
こ
の
薪
の
こ
と
を
「
ろ
く
た
ぎ
」
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
伐
り
出
し
た
薪
な
ど
は
、
そ
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国219   いぃrCリ木小屋（封抽一地区作≠刊）  

囲2－1－11言附二卜倉の内部  

で
、
地
区
を
離
れ
て
も
同
じ
町
内
に
住
む
よ
う
な
場
合
に
は
、
も
と
 
 

の
講
中
づ
き
あ
い
を
続
け
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
ょ
そ
 
 

で
よ
く
耳
に
す
る
「
講
中
入
り
」
に
つ
い
て
、
と
く
に
難
題
が
課
さ
 
 

れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
す
で
に
な
か
っ
た
よ
う
で
、
分
家
を
し
た
場
 
 

合
な
ど
は
、
ご
く
自
然
に
「
話
中
入
り
」
が
許
さ
れ
て
い
た
。
 
 

合（粁・：i■地l互圧l＝地）  図2－1【10  言辞 巾   

れ
ぞ
れ
話
中
の
木
小
足
に
保
管
し
て
お
 
 

く
。
以
前
は
こ
の
作
業
の
あ
と
い
っ
ぱ
い
 
 

飲
ん
だ
が
、
そ
う
し
た
費
用
は
、
集
ま
っ
 
 

た
話
中
仲
間
が
切
り
出
し
た
木
を
「
や
り
 
 

す
」
（
競
売
）
 
に
し
て
充
当
し
た
と
い
う
 
 

（
初
神
）
。
 
 

は
か
に
葬
式
に
必
要
な
道
具
額
、
主
と
 
 

し
て
炊
事
用
具
や
会
食
用
具
煩
一
切
を
納
 
 

め
る
講
中
倉
が
ど
こ
に
も
あ
っ
た
。
講
中
 
 

に
は
こ
う
し
た
財
産
が
あ
り
、
ま
た
入
り
 
 

組
ん
だ
地
縁
・
血
縁
の
諸
関
係
が
あ
る
の
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初
神
の
平
木
氏
（
明
治
十
一
年
生
、
故
人
）
 
は
、
筆
の
行
商
に
栴
を
出
し
た
人
で
あ
っ
た
。
大
正
二
年
か
ら
昭
和
二
十
 
 
 

行
商
日
記
 
 九
年
に
至
る
日
記
が
残
さ
れ
て
い
る
。
許
し
を
得
た
の
で
、
比
較
的
く
わ
し
い
大
正
十
年
分
の
「
当
用
日
記
」
を
繰
 
 

り
、
一
年
の
姿
を
粗
描
し
て
み
よ
う
。
直
接
に
筆
の
生
産
に
は
か
か
わ
ら
な
い
が
、
農
業
を
基
に
お
い
た
筆
の
熊
野
の
生
活
誌
の
一
 
 

端
が
、
よ
く
窺
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
年
の
一
月
一
日
、
朝
は
晴
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
曇
り
、
夜
は
小
雨
に
な
っ
た
。
「
自
宅
に
於
て
新
年
を
迎
ふ
。
一
同
無
事
 
 

に
て
迎
年
す
」
と
い
う
記
事
か
ら
日
記
は
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
正
月
ら
し
い
行
事
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
正
月
と
盆
ほ
 
 

旧
暦
、
氏
神
の
祭
り
は
新
暦
で
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
年
の
旧
正
月
は
、
二
月
八
日
に
あ
た
る
。
早
朝
か
ら
氏
神
社
に
宏
拝
、
戻
っ
 
 

て
お
酒
を
の
み
、
雑
煮
を
た
べ
、
本
家
へ
年
始
に
行
っ
て
い
る
。
一
方
、
新
正
月
も
浸
透
し
っ
つ
あ
っ
た
ふ
う
で
、
一
月
四
日
に
は
 
 

新
年
宴
会
（
会
費
一
円
四
〇
銭
）
が
開
か
れ
た
。
翌
五
日
に
は
餅
を
つ
い
て
報
恩
講
を
申
し
（
お
布
施
四
〇
銭
）
、
本
家
の
報
恩
講
へ
も
 
 

参
っ
て
い
る
。
午
後
「
地
顔
母
子
」
に
参
列
、
掛
米
ほ
二
斗
五
升
三
合
五
勺
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
六
日
ご
ろ
か
ら
行
商
の
準
備
に
か
 
 

か
り
、
筆
の
小
包
を
作
っ
て
各
地
へ
発
送
、
海
田
駅
か
ら
荷
物
も
送
り
出
し
て
、
十
四
日
に
雪
を
ふ
ん
で
中
野
駅
か
ら
乗
車
、
本
年
 
 

第
一
回
の
行
商
に
出
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
た
び
は
、
一
月
十
四
日
か
ら
二
月
六
日
ま
で
の
二
四
日
間
で
、
比
較
的
短
い
。
十
五
日
の
「
お
た
ん
や
」
前
に
出
発
、
旧
正
 
 

月
の
前
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
人
の
場
合
は
、
尾
道
を
起
点
に
し
て
備
後
一
円
を
行
商
し
た
。
こ
の
た
び
の
行
程
は
、
尾
道
 
 

－
今
津
－
福
山
－
岩
成
新
市
－
金
丸
－
府
中
－
上
下
市
村
・
1
尾
道
で
あ
る
。
得
意
先
や
新
規
の
店
に
華
や
墨
を
お
ろ
し
、
内
金
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